
いつか世界を変える力になる。
教員養成校でチョルチョル

体操の普及

岐阜で主催した地元ビー
ル×郷土料理会

ベンガル人とのレコーディング風景

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
は
、

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
日
本
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

予
算
に
よ
り
実
施
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
一
つ
。
開

発
途
上
国
の
発
展
の
た
め
に
自
ら

の
技
術
や
知
識
、
経
験
を
活
用
し

た
い
人
材
を
募
集
し
、
選
考
・
訓

練
を
経
て
２
年
間
派
遣
す
る
。

　

事
業
発
足
か
ら
50
年
以
上
の
歴

史
の
中
で
、
延
べ
約
４
万
５
千
人

の
参
加
者
が
92
カ
国
で
「
開
発
途

上
国
の
経
済
・
社
会
の
発
展
、
復

興
へ
の
寄
与
」「
異
文
化
社
会
に
お

け
る
相
互
理
解
の
深
化
と
共
生
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
社
会
還

元
」
と
い
う
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
の
３
つ
の
目
的
を
果
た

し
て
き
た
。
現
地
の
人
々
と
同
じ

言
葉
を
話
し
、
協
働
し
な
が
ら
派

遣
先
国
に
貢
献
す
る
青
年
協
力
隊

の
功
績
は
広
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

２
０
１
６
年
に
は
ア
ジ
ア
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
と
い
わ
れ
る
「
ラ
モ
ン
・

マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
」
を
日
本
の
団

体
と
し
て
初
め
て
受
賞
。

　

２
０
１
８
年
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
改
編
を
機
に
、
青

年
海
外
協
力
隊
５
カ
条
を
、
①
共

に
暮
ら
し
て
心
を
通
わ
せ
、
②
異

文
化
に
お
い
て
日
本
の
姿
を
知
り
、

③
実
践
の
な
か
で
世
界
を
理
解
す

る
、
④
そ
し
て
未
来
に
続
く
高
い

志
を
も
っ
て
、
⑤
あ
ま
ね
く
人
々

と
平
和
の
道
を
歩
む
―
―
に
改
定

し
た
。
こ
う
し
た
精
神
の
も
と
で

活
動
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
は
、

帰
国
後
に
国
際
協
力
の
専
門
家
な

ど
と
し
て
活
躍
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
国
内
で
も
地
域
活
性
化
や
災

害
復
興
支
援
な
ど
に
お
い
て
、
途

上
国
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
発
揮
し
、

自
ら
の
経
験
を
日
本
社
会
に
還
元

し
て
い
る
。

途
上
国
の
国
づ
く
り
と

草
の
根
外
交
に
貢
献

国際協力の世界でキャリアアップ

JICA海外協力隊ウェブサ
イトの募集情報「一般案件」

（広く職種で応募する区分）
の中から希望職種を見つけ
よう。春秋の年2回募集。
お問い合わせ先
JICA海外協力隊募集事務局
Tel：03-6734-1242
※受付時間 平日10:00 〜 12:00/
13:00 〜 17:00（土日祝日を除く）
Mail：contact@jocv.info

応募方法

当時

現在

 “ラジオ体操”をつくる

地域の課題解決に挑戦

　　私は2014年2月からバングラデシュ北西部のコミュニティラジオ
局の番組制作を支援しました。大学卒業後に2年半勤めたテレビ局での
経験が活かせると考えたためです。最も印象深い活動は、バングラデシュ
の国民的体操づくりとその普及です。現地の生活習慣病の深刻さを知っ
たこと、また、番組で日本のラジオ体操を紹介したものの、“知らせて
終わりでいいのか”と自問したことから、現地の国立体育学院にアイデ
アを持ち掛けたことが始まりでした。派遣から半年足らずの語学力でし
たが、大学幹部へのプレゼンテーションが何とか成功。政情不安で外出
できない期間も電話で同僚と連絡を取り合い、1年後には「チョルチョ
ル体操」が完成しました。体操は今でも国営テレビで放送されているほ
か、同国におけるJICAの保健プロジェクトでも啓発に活用されており、
自身の帰国後にこうして浸透し続けていることをうれしく思います。

　私は現在、「グリットグループホールディングス株式会社」
にて移住・定住をメインとした地方創生事業を手掛ける部署
で、地域のまちづくりや活性化の仕組みづくりに取り組んで
います。協力隊として活動していた当時、バングラデシュと
日本の文化交流番組を制作しましたが、それが日本の文化の
すばらしさを再発見するきっかけとなり、その発信に携わり
たいと思うようになったことが、この仕事を選んだ一つの理
由です。また、チョルチョル体操づくりに取り組んだことで、
課題の解決に向けて地域の人々とともに何かを作り上げ、持
続可能にそれを活用するための仕組みづくりに携わりたいと
いう思いが強まりました。地域活性化の仕事は、まさにそれ
が実践できるフィールドです。
　協力隊として試行錯誤を繰り返しながら活動した2年間
で、精神的にも成長し、自分の枠が広がったと感じています。

北海道テレビ放送株式会社・報道部
を退社後、青年海外協力隊としてバ
ングラデシュで活動。帰国後は、語
学と映像留学、映像制作会社勤務を
経て、2017年より地方創生事業を
手掛ける民間企業に勤務。

青年海外協力隊

隊次：2013年度3次隊　
コミュニティ開発
NGOプロヤシ・ラジオモハナンダ

東 恵理子さん
グリットグループホールディングス
株式会社
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国際協力分野でキャリアアップする

制度
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～青年海外協力隊～

開発途上国で共に汗を流し課題を解決

青
年
海
外
協
力
隊
（
J
O
C
V
）
は
開

発
途
上
国
の
要
請
に
基
づ
き
、
国
際
協
力

機
構
（
J
I
C
A
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
す
る
事
業
だ
。
そ
の
目
的
は
、
①
開

発
途
上
国
の
経
済
・
社
会
の
発
展
、
復

興
へ
の
寄
与
、
②
異
文
化
社
会
に
お
け

る
相
互
理
解
の
深
化
と
共
生
、
③
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
を
生
か
し
た
社
会
還
元

―
―
―
の
３
本
柱
だ
。
今
年
１
月
時
点
で
、

J
O
C
V
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

へ
の
参
加
者
が
５
万
人
を
超
え
た
。

現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
、
共
に

考
え
る
と
い
う
基
本
姿
勢
は
半
世
紀
余
り

経
つ
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
派
遣
国
へ

の
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
経
験
を
帰
国

後
に
日
本
の
地
域
の
発
展
や
課
題
解
決
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
、
O
B
・
O
G

の
中
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
自
治
体

職
員
や
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
も

多
い
。
ま
た
、
国
際
協
力
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
第
一
歩
に
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
連
職
員
や
J
I
C
A
職

員
・
専
門
家
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
に
進
む
ケ
ー
ス
も
多
い
。

J
I
C
A
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
「
青

年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」「
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」「
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
４
種
類
が
あ
り
、
農
林
水
産
、
人

的
資
源
、
保
健
・
医
療
、
社
会
福
祉
、
商

業
・
観
光
な
ど
の
分
野
で
１
２
０
種
以
上

に
及
ぶ
職
種
が
あ
る
。
応
募
資
格
は
青
年

は
20
〜
39
歳
、
シ
ニ
ア
は
40
〜
69
歳
で
、

日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
。
募
集

は
春
募
集
（
４
月
）、
秋
募
集
（
10
月
）

の
年
２
回
。
全
国
で
開
催
さ
れ
る
説
明
会

の
日
程
は
J
I
C
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
期
間

が
１
カ
月
〜
1
年
未
満
の
短
期
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
も
あ
る
。

ど
ん
な
制
度
？

参
加
す
る
に
は
？

JICAボランティアに5万人超が
参加

開発途上国で草の根レベルの 
協力活動

“アジアのノーベル賞”マグサイ 
サイ賞受賞

児童の畑見学の授業で、野菜の説明をする青年海外協力隊（食用作物・稲作）。マラウイにて
（写真提供： 佐藤浩治/JICA）

POINT

2016年、日本の団体としては初め
て、“アジアのノーベル賞”と呼ばれ
る「ラモン・マグサイサイ賞」を青年
海外協力隊が受賞した。アジア地
域の社会・経済の発展のために、
現地の人 と々共に生活し、共に働
くという理想と
精神に基づく
貢献が高く評
価された。

輝く半世紀の功績
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協力隊の経験があって今がある
　海外への思いが芽生えたのは、小学生の頃に地元・福岡で開
催された「アジア太平洋博覧会」で、フィジーの女の子たちを家
に招待したのがきっかけです。大学・大学院を卒業後、NGOに
広報担当として勤務し、開発途上国に短期出張する機会もあり
ましたが、現地に長く住んで理解を深めたいという思いが強く
なり、青年海外協力隊に参加しました。
　NGOでモノづくりを通じた地域振興の広報を担当した経験
を生かし、村落開発普及員としてマラウイに派遣されて、一村
一品プロジェクトに取り組みました。具体的には、首都リロング

ウェのアンテナショップを中心に、地域の産品を宣伝・販売するBOPビジネスを支援する活動でした。
マラウイの人々はシャイで礼儀を重んじる国民性。日本人にとても似ていると思いました。私の教えた
ことをコツコツやってくれて、私が忘れた頃に成果を報告してきてくれた人もいて大変感動しました。
　帰国後に開発コンサルタントの仕事を経て合同会社を立ち上げ、現在はケニアの雑貨やインテリア
の輸入・販売をしています。まだ起業したばかりなので、現在はケニアとの取引だけですが、将来的に
はマラウイともビジネスをしたいと考えています。協力隊の2年間、現地の多くの方々が私の活動を
支えてくれて、自分の世界や視野が広がった気がしています。こうして今、アフリカとのビジネスを始
めることができたのも、協力隊時代の経験があってこそだと実感しています。

横山 和歌子 さん
Yokoyama Wakako

現地に寄り添う支援の大切さ
　高校時代に青年海外協力隊に参加した方の体験記を読んで、
ボランティアに興味を持ちました。特に開発途上国の人々と一
緒に生活してみたいという好奇心が湧きました。大学を卒業し
て教育関連の企業に勤務した後、協力隊として青少年活動のグ
ループ派遣（ひとつのプロジェクトに複数の隊員を派遣する方
式）でスリランカの農村部に赴任しました。
　現地では、学校に行かず仕事もしていない若者が非行・犯罪に
走らないように、「ユースクラブ」への加入を呼び掛け、スポーツや
音楽、絵画の創作などに取り組んでもらう活動をしました。想像以
上に生活環境が良かったことに加え、一緒に活動する先輩隊員やカウンターパートにも恵まれ、ホーム
ステイ先の家族との生活もとにかく楽しかったです。少なからず苦労もありましたが、未来ある青少年
に接する中で逆に元気をもらうことも多く、充実した日々でした。その時に出会った現地のソーシャル
ワーカーが、人々に寄り添って活動する姿を見たことで、自分の目指す方向が見えたように思いました。

　帰国後は、国際協力に進む道を探る中でNPO難
民支援協会の活動を知り、アルバイトやインター
ンとして勤務。コスタリカにある国連平和大学に
留学して国際法修士号を取得し、現在は正規職員
として同会に勤務しています。協力隊で学んだ
「人々に寄り添う」姿勢が今の仕事につながって
います。

田村 美由紀 さん
Tamura Miyuki

※2013年7月派遣まで村落開発普及員

独立行政法人国際協力機構（JICA）
青年海外協力隊事務局 募集・選考課

〒102-8012
東京都千代田区二番町5-25
二番町センタービル５階

TEL 03-5226-9813

E-mail jicavolunteer-boshu@jica.go.jp

問い合わせ先

コミュニティ開発※
マラウイ

青少年活動
スリランカ




